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研究成果の概要（和文）：多彩な臨床像を呈するトキソカラ症について、臨床的特徴の解析とその病態に関連する因子
について検討の検討を試みた。しかし感染源となる牛レバーの生食が禁止された影響か、症例の登録はわずか１例に留
まった。一方でトキソカラ症類似の慢性好酸球性肺炎の患者を診断し、新たな鑑別疾患の存在が明らかとなった。
また従来使用していたToxocaraCHEKが製造中止となり、同等あるいはそれ以上の感度と特異性を持つ診断キットの開発
が必要となった。新たにToxocaraICAを試作し、ToxocaraCHEKと同等の感度を有していることを確認した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was investigation of a comprehensive picture of 
toxocariasis. Only one case enrolled in the study affected prohibition of raw beef distribution. We 
diagnosed chronic eosinophilic pneumonia mimicking toxocariasis. A patient having peripheral eosinophilia 
with multiple lung nodules should consider not only toxocariasis but also eosinophilic pneumonia.
We developed new rapid diagnostic kit named ToxocaraICA instead of ToxocaraCHECK. ToxocaraICA had similar 
sensitivity of ToxocataCHECK.

研究分野： 寄生虫学

キーワード： トキソカラ症　内蔵型トキソカラ症　眼型トキソカラ症　免疫診断
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１．研究開始当初の背景 
（１）トキソカラ症はイヌ回虫 Toxocara canis
あるいはネコ回虫 Toxocara cati の幼虫がヒト
に感染して引き起こされる人獣共通寄生虫
症である。トキソカラ症の典型的な病型は内
蔵型、神経型、眼型、潜在型の 4 つに分けら
れる。内臓型では肝臓や肺臓に病変を形成し、
肝がんや肺がんとの鑑別が問題になったり、
網膜に寄生する眼型では失明の原因になっ
たりする。また慢性蕁麻疹、痒疹、血球貪食
症候群１）、好酸球性胆嚢炎２）、慢性関節リウ
マチ患者の病態増悪に関連した症例３）など日
典型例の報告があり、トキソカラ幼虫の感染
によって他疾患を修飾する病態が存在する
と考えられる。このような多彩な臨床像を規
定する病原体側、宿主側の因子について解明
は進んでいない。 
 
（２）診断に関しては、人体に寄生する幼虫
は体長 300µm、体幅 20µm程度の非常に小さ
く、病理組織学的に検出されることはまれで
あり、血清抗体検査が広く行われている。わ
れわれはこれまでイヌ回虫幼虫排泄（トキソ
カラ LES）抗原を用いた迅速抗体検出キット
（ToxocaraCHEK）を開発し４）、臨床の場でも
その有用性が確認されてきた５）。ところが、3
年前にこれまで製造を委託していた業者か
ら製造中止の連絡があり、ToxocaraCHEK と
同等あるいはそれ以上の感度と特異性を持
つ診断キットの開発が必要となった。 
 
２．研究の目的 
（１）トキソカラ症例を蓄積し、典型的病型
および非典型的病型の頻度を明らかにする
こと、さらに病型別に臨床的解析（年齢、性
別、食嗜好、基礎疾患の有無、検査所見、サ
イトカインプロフィールの解析など）を行い、
病型別の差異について明らかにすることを
目的とした。 
 
（２）トキソカラ症の抗体検査のために、新
しい迅速抗体検査試薬の開発とキット化を
行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）トキソカラ症例の蓄積 
奈良県立医科大学附属病院・寄生虫症専門外
来や感染制御内科外来を受診した患者のう
ち、血清学的にトキソカラ症と診断された者
に研究の目的・検体の保存や解析方法・個人
情報の取り扱いなどの説明を行い、同意を得
られた者を対象とする。また安定的に免疫診
断を行うため、トキソカラ LES 抗原採取（3
期幼虫飼養）の環境を整備した。 
 
（２）迅速抗体検査試薬の開発とキット化 
デングウイルス抗体検査キットや同抗原検
出キットの開発を手がけてきた株式会社バ
イオメディカル研究所（代表 宮崎功、横浜
市）との間でイムノクロマト方式によるイヌ

回虫幼虫排泄物抗原に対する抗体検出キッ
トの開発・作製に関する契約を結び、2015 年
8月6日と2016年2月17日に試作品（Toxocara 
Immuno-Chromatographic Assay ； 以 後 、
ToxocaraICA と 略 ） の 提 供 を 受 け た 。
ToxocaraICA 試作品と従来使用していた
ToxocraCHEK との比較検討を行った。 
 
４．研究成果 
（１） 
①トキソカラ症例の蓄積 
 研究期間中、平成 26 年度に 1 例を登録す
るに留まった。平成 24 年に牛レバーの生食
が禁止された影響が大きいと考えられた。一
方で内臓型トキソカラ症類似の肺病変と末
梢血好酸球増多が見られた症例を、最終的に
慢性好酸球性肺炎と診断した。慢性好酸球性
肺炎で胸部 CT 上の多発性の小結節影を呈す
るものは稀であり、症例報告を作成中である。 
 
②トキソカラ LES 抗原採取環境の整備 
 図 1に示す手順でLES採取が行えるよう使
用物品を準備した。イヌ回虫成虫の入手が困
難を極め、診断用抗原を安定的に確保するこ
とはできなかった。 
 
 図 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 
①既陽性検体を用いた検討 
 イヌ回虫幼虫排泄物抗原を用いた ELISA
法ですでに抗体が陽性と判明している血清 6
検体、陰性血清３検体を用いて ToxocaraICA
の取り扱いと特異性について検討した（図 2）。 
 
 図 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



検査手順：プラスチック小試験管に付属の展
開液 50µLに検体 2µL（1：25）を加える。抗
原を塗布した strip を小試験管に立て、希釈検
体液が完全に吸収されるのを待つ（約 10 秒）。
次に展開液を 100µL 追加して 15 分間放置す
る。抗体が陽性の場合、写真 1 のように陽性
対照バンドの下にさらにもう 1 本のバンドが
確認される。検体の添加から陽性バンドの確
認までに要する時間は 20 分以内であった。 
 
②ToxocaraCHEK との比較 
 2015 年 6 月から 2016 年 3 月 30 日までに眼
トキソカラ症あるいは内臓トキソカラ症を
疑われ東京医科歯科大学に抗体検査の依頼
のあった 8 例について、ToxocaraCHEK と
ToxocaraICA を同時に実施して、結果の一致
率を検討した（表 1）。その結果、両者の結果
は 完 全 に 一 致 し 、 ToxocaraICA は
ToxocaraCHEK と同等の感度を有していると
考えられた。 
 
表 1 

 ToxocaraCHEK 
陽性 陰性 計 

ToxocaraICA 
陽性 2 0 2 
陰性 0 6 6 
計 2 6 8 
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